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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、災害関連死の低減を目指し、災害時相互協力を用いた全災害サイク
ルに関わる在宅療養者のニーズに対応できる訪問看護師の人材育成のためのシステムを構築することである。災
害時の看護支援者モデルについては、東日本大震災にて被災した訪問看護ステーションから研究協力を得て、ア
クションリサーチを用いて、実践・検証を行った。訪問看護ステーションの災害対策の冊子「東日本大震災（3.
11）の教訓を活かした訪問看護の知恵袋（水害＆COVID-19等感染症バージョン）」を作成した。希望する全国の
訪問看護ステーション、地域包括支援センター、日本災害看護学会等にて冊子を配布した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to aim to reduce disaster-related deaths, 
and based on the nursing support model that has been developed so far, we will conduct home visits 
that can respond to the needs of home care workers involved in the entire disaster cycle using 
mutual cooperation during disasters. The aim is to build a system for human resource development of 
nurses.We obtained research cooperation from visiting nursing stations that were affected by the 
Great East Japan Earthquake, and used action research to put into practice and verify the nursing 
support model for disaster situations.
We have created a disaster preparedness booklet for visiting nursing stations called ``Proof of 
Visiting Nursing Lessons Learned from the Great East Japan Earthquake (3.11) (Flood Damage & New 
Coronavirus Infection Edition).''
Upon request, we distributed it to visiting nursing stations, regional comprehensive support 
centers, and the Japanese Society of Disaster Nursing nationwide.

研究分野：災害看護学

キーワード： 訪問看護ステーション　災害　支援者モデル　人材育成　知恵袋

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の研究成果の学術的意義や社会的意義は、災害関連死の低減を目指した人材を育成に関する研究を行った
ことである。構築した災害時の看護支援者モデルは、災害サイクルのどの時期においても活用できることが示唆
された。また、研究成果として作成した訪問看護ステーションの災害対策の冊子「東日本大震災（3.11）の教訓
を活かした訪問看護の知恵袋（水害＆COVID-19等感染症バージョン）」は、全国に配布し、災害対策マニュアル
やBCPの一助に繋がった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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避難を余儀なくされた療養者に対する災害時相互協力を用いた看護支援モデルの構築 

 

１．研究開始当初の背景 

東日本大震災から５年が経過し,現在も避難を余儀なくされている被災者は約 13 万 8 千人である

（2016.10.復興庁）. また, 震災関連死は,3,467人（2016.3復興庁）であり,震災関連死数は弔慰金認定者

数であることから実数は増加すると考えられる.災害発生時には地域包括ケアシステムを用いて,地域で生

活する療養者の身体的状態や日常生活動作,精神活動,そして介護者の状態を考慮した支援活動を行うこと

で震災関連死の低減につながると考えている. 

震災関連死の対応については,災害発生時に避難所おける住民が行う要援護者トリアージを開発し,避難

所の部屋割りの判定基準を用いること 1）や被災者健康支援や高齢者見守りなど,ネットワークづくり支援

地域コミュニティ復興支援など 2）などが報告されている.さらに,被災者の健康支援に取り組んでいる.被災

地の訪問看護師の命を守る活動は重要であり,災害時要援護者に含まれる在宅療養者の施策として,東京都

福祉保健局の「災害時要援護者への災害対策推進のための指針」よると『在宅療養者については,通常の避

難や避難所での生活が困難な場合が想定されるため,状況に応じて在宅で災害を乗り切るための支援を含

めた計画とする必要がある.』と示されている. 

本研究の研究対象者は,避難生活を余儀なくされた在宅療養者を支援する訪問看護師である.被災地の訪

問看護師は, 東日本大震災の教訓を活かし,サービス担当者会議に災害時の検討会を行い,平時から備えや

大災害時の効率的な安否確認の方法,情報の集約と共有方法など 3）の取り組みを行っていた.しかし,その取

り組みはステーション単位で行われており,内容はさまざまであり,質の担保（内容の統一等）が必要であ

る. 

さらに東日本大震災のような大規模災害だけではなく,局所災害となった 2016 年 4 月に発生した熊本

地震や同年 10 月発生の鳥取県地震による災害により, 現在も避難生活を余儀なくされている被災者がい

るため,様々な災害の規模に対応できる看護支援者モデルが必要である.そこで本研究では,構築してきた

看護支援者モデルを研究の基盤とし,大規模から小規模の災害・全ての災害サイクルにおいて被災者のニ

ーズに対応できる訪問看護師の人材育成を行い,震災関連死を低減することを目的とした. 

この研究を実践・検証するにあたり,プロトコールとして災害時に訪問看護ステーション同士が支え合

うネットワークづくり「災害時相互協力協定」4）を平時から締結して災害時に備えたいと考える.この取り

組みは,仙台市福住町などの全国の地区単位で取り組まれている.しかし,訪問看護ステーション同士の支

え合う災害時の支援ネットワークシステム 5）の取り組みが報告されているが,県内や市町村地域のみの取

り組みのため,災害は被災規模が予測できないことを考慮すると締結する地域を限定しないことが効果的

であると考える. 

 これらのことから構築した災害時の看護支援者モデルを活用し,被災した訪問看護ステーション同士ま

たは被災地外の訪問看護ステーションが支援し合う「災害時相互協力」を構築させる.この取り組みは全国

初であり,東日本大震災のような大規模広域災害時の「公助の限界」が明らかとなり,自助・共助による「ソ

フトパワー」が重要となる 6）ことに対応した訪問看護ステーションのネットワーク作りである. 
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２．研究の目的 

本研究では,平成 26-27年度,災害時に在宅療養を行いながら避難生活を送る療養者・介護者,および担当

の訪問看護師を対象とした面接調査から災害時の在宅療養者に対する看護支援モデルを構築してきた. 本

研究では最終目標を震災関連死の低減を目指し,次の段階として,構築してきた看護支援者モデルを研究の

基盤とした災害時相互協力を用いて,訪問看護ステーション同士のネットワークづくりを行い,災害時に備

える.また,災害の規模や全サイクルにおいて,在宅療養者のニーズに対応できる訪問看護師の人材育成の

ためのシステム構築を目的とした． 

 

３．研究の方法 

1)アクションリサーチ 

2)研究対象は避難生活を余儀なくされた在宅療養者を支援する訪問看護師とした. 

3)研究の手順 

訪問看護師を対象とした研究会開催し,支援者モデルについて災害時の実現可能性を検討した.  

① 構築した看護支援者モデルを被災地の訪問看護ステーションにおいて実践・検証を行った. 

② 訪問看護師の看護支援者モデルが行う訪問看護ステーション同士のネットワークづくりとして「災害

時相互協力」を締結し,お互いに支え合うシステムを構築し,評価した. 

 

４．研究成果 

雑誌論文 (4 件 うち査読あり 4 件,オープンアクセス 4 件)  学会発表 (31 件) 図書 (5 件) 

 また,研究成果のまとめとして,冊子「3.11 の教訓を活かした知恵袋」,東日本大震災（3.11）の教訓を

活かした訪問看護の知恵袋 改訂版として水害＆COVID-19 等感染症対策バージョンを作成し,全国の希望

する訪問看護ステーションや被災地域に配布した． 

 さらに、防災カルタを作成して訪問看護師の災害時の教育システムの一助に寄与している。 
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